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 汀戸時代における朝鮮通信使との筆談・唱和に関しては、『通航一覧』巻之百八に、「按ずる

に、かの使者来聴ごとに、必筆談唱和あり、天和正徳の頃よりして、その事やS盛なり、故に

その書類冊をなすもの百有数. 卜巻にいたる」とあるように、今日極めて多くの書を目にするこ

とが可能である。近年、日朝関係の歴史的考察に触れた研究には口覚ましいものがあり、出版

物も数多い。殊に李自虐氏の論文には啓発されるところが大きく、これら先達の業績のもと筆

談・唱和を一覧できるように構成したのが、本稿の主旨である。

 江戸峙代を通して、徳川幕府は十二回、朝鮮側一行の使節を迎えたが、うち幕初三回は「刷還

使」と称され、朝鮮の役の事後処理が中心課題であったため、皆無とは言えないが両国の文化

交流は、その跡を留めていない。また、最後となうた文化度の通信使は、その交流の場が、両

国の経済的事情もあって対馬一国に限られたため、数が激減していることが、見て取れよう。

 もとより、本稿を成すにあたっては、図書目録等に拠った書名もあり、誤謬や遺漏も少なから

ず認められると思う。あわせて最後に所在はわかっているが、未確認のため年次不明の書名を

掲げた。ご指摘、ご指尋を賜りたいと考えている次第である。

  凡例

一、原則として、独立した形の本のみをとり、詩文集の一部にあるものはとらなかった。

一、書名、巻冊、刊写(刊本の場合はその刊年も)、日本側の編著者名、本の主な所在、活字・

 影印の順で記述。

一、その他、研究世や論文等で大きく紹介のある本については、備考として取り上げた。

一、特に下記の書(以下、人名への敬称は略す)等に載る書名については、

 ◇中山久四郎「江戸時代来聰朝鮮信使迎接応対筆語1唱和図書目録」(『小田先生頒薯記念朝鮮

  論集』)→「中」

 ◇『通航一覧』→「通」

 ◇三木栄『朝鮮醤学史及疾病史』→「朝」

 ◇三面11卜『備前の漢学』→「三」

 ◇中野三敏「《前号補訂》蔵轡目その十三邦人詩文集総集」(『文献探究』第二十二号)→「蔵」

 ◇李元植論文→「李」(数字のみはr朝鮮学報』の輯を示し、それ以外の論文は、掲載書も合

  わせて記した)

 ◇李進煕『江戸時代の朝鮮通信使』→「江」
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 ◇辛甚秀ほか『朝鮮通信使絵図集成』→「絵」

 ◇松田甲『日鮮史話』→「日」「即日」(数字:は世数を示す)

  と略した。

一、各年次の末尾に、三字下げで記した轡名は、そめ他に刊行された通信使に関する書を中心

 に載せた。

◎寛永十三年(1636)

  朝鮮筆談集［丈山籠語］一冊 刊〈天和二年〉

    石川丈山   ㊧九大等⑯「中」「通」「朝」、若木太一「朝鮮通信使と石川丈山」

          『語文研究』52・53

  朝鮮人筆談写

    野間三竹等  ㊥京大富士川⑯「李119・120」

  與朝鮮國権三士菊軒筆談書 一冊 写

    石川町山   ④同門㊧若木太一翻刻『江戸時代文学誌』3

◎寛永二十年(1643)

  朝鮮人筆語 一冊 刊〈寛永二十年〉

    和田静観窩等 ⑳島根大桑原

  開門筆語 一軸 写

    林野山村   ④東大史料⑱「東京大学史料編纂所報」18

  韓使贈答目録前編 一冊 写

    林家    ㊨祐徳

◎明暦元年(1655)

  朝鮮副使道春贈答詩 一冊 写

    林羅山    ㊧島原

  韓使贈答目録後編  一冊  写

    林家     ④祐徳

◎天和二年(1682)

  附場筆語唱和集［朝鮮人筆談井贈答詩］二冊 刊

    木下順庵・滝川執縛等  ㊧都立中央諸家等⑮「中」
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和韓唱酬集 四巻首一巻七冊 刊く天和三年〉

  釈祖辰等   ㊦九大等⑯「中」「朝」「李98」「日四・五」

牛窓詩 写

  富田元真   ㊨吉備文庫2⑱「三」「李98」

韓客唱酬 一冊 写

  林家     ㊨東大史料

韓客臣1史録 一冊 写

  山田原欽   ④萩市郷土博物館

韓客贈報 一冊 写

  徳川光町   ⑳寸書

韓使手口早 一冊 写

  人見竹洞等  ㊥内閣⑱「日一」

壬三韓使1唱和 一冊 写

  林家     ④祐徳

手馴毫話 一冊 写

  義諦     ④宮町

鮮桑母語［朝鮮信使来期饗膳式と合］一冊 写

  日下道標   ㊨内閣

天和二年三門唱和 一冊 写  ㊧早大服郎

任処士単語 一冊 写

  佐々木玄龍等 ④内閣

与洪平飼筆語 一軸 写

  新井白石   ㊧個人⑱「李98」「李『新井白石の現代的考察』」

   朝使洪世泰肖像 一枚 刊く天保四年〉㊧雨森芳洲文庫⑰「中」「李98」

   朝鮮人使節来朝図 一枚 刊〈天和三年〉④フィラデルフィア美術館⑱「絵」

◎正徳元年(1711)

  牛転唱和詩 一冊 刊〈正徳元年〉

    松井可楽   ㊧岡山市⑯「三」

  難林唱和集 十五巻序目一巻卜六1冊 刊〈正徳二年〉

    瀬尾川拙斎編 ④山口等⑳「通」「朝」「日一・四・五・六、続日二・三」、『縞綜風雅

          集』解説

  江関筆談 一冊 写・刊〈寛政〉
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  新井白石   ㊦内閣等㊨新井白石全集4⑪「通」「李『新井白石の現代的考察』」「日

        二」

嵯客通筒集 三巻三冊 旧く正徳二年〉

  釈祖縁等   ㊧内閣等⑯「中」

坐問筆語［観楽筆謂・内殿燕楽筆語］一lll｝写・刊〈寛政〉

  新井白石   ㊨内閣等㊨新井白石全集4⑯「李『新井白石の現代的考察』」

七家唱和集［難林唱和続集］十巻十冊 刊〈正徳二年〉④国会等⑮「李m本歴史』384」

         「日六」、『縞綜風雅集』解説、石村喜英『深見玄岱の研究』

 班二二 二巻 木下三三

 正徳三韓集 二巻 高(深見)玄岱

 支機二二 一巻 三宅観瀾

 朝鮮二三詩文稿 一巻 室鳩巣

 桑韓唱和集 一回忌土肥霞洲

 賓客縞二二一巻 祇園南海

 桑弓唱酬集 一巻 服部寛斎

桑韓二二 二巻附一巻二冊 刊〈正徳三年〉

  北尾春圃   ㊧内閣等⑯「朝」

三二二種五巻五冊 刊〈正徳二年〉㊧国会鵬軒等⑯「中」「通」、『縞絆風雅集』解説

 廣陵問記録 二冊 味木立軒等

 問権二二三冊 山縣周三等

両点唱和録 二巻二冊 刊〈正徳二年序〉

  山内由己等  ㊧国会顎軒等

両三唱和後録 一巻別録一巻一冊 刊く正徳二年〉

  村上渓三等  ㊥内閣等⑯「中」「朝」

藍嶋倭韓筆語唱和 一冊 写

  竹田巻三等  ④福岡県竹田等⑩井上忠『貝原益軒』(人物叢書)

牛隠詩藻 一冊 写

  小原大丈軒  ㊧岡山市㊨吉備文庫4⑭「三」

海東詩文帖 写

  深見玄岱等  ㊨東洋文庫⑯「李『日本歴史』384」

韓客酬和(辛卯冬奉謝一) 一軸 写

  林家     ㊧東大史料

韓客酬唱録 一巻 写
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  小倉尚斎   ㊥個人

韓客贈答(辛卯一)一冊 写

  林野門門   ㊥国会

韓客【1曽答男lj集  一冊u  写

  林家一門   ④内閣等⑮「通」

丁丁筆下(臣下冬一)一軸 写

  林家     ④東大史料

※三三PH. 酬録〔事保度と合］一巻 写

  宇都宮圭斎  ㊧岩国

縞綜風雅集 八冊 写

  雨森芳洲編  ㊧雨森芳洲文庫⑤関西大学東西学術研究所資料集刊11-1

鴻櫨筆談 一巻写

  新井白石   ㊧香川大神原

正徳和韓1唱酬録 一冊 写

  伊藤華野   ㊧福井巾⑰「続日二」

辛卯唱酬詩 一冊 写

  岡重煕等   ㊧都立中央諸家

辛卯和韓唱酬集一冊写

  林家一門   ④都立中央諸家

尾陽侶和録(辛卯韓人来聰一)一冊 写

  横田宗益等  ㊦蓬左

   朝鮮人行列記 一i冊 刊〈正徳元年〉㊨国会

   朝鮮人来朝物語 一冊 刊〈正徳元年〉㊨内閣

⑥享保四年(1719)

  藍島鼓吹 一冊 刊〈享保五年序〉

    小野子厚   ⑳内閣等㊥「朝」「江」「日一」

  門下丁丁集(和韓唱酬一)［客館筆談］二巻一冊 刊〈寧保五年〉

    木下蘭皐   ④国会等⑱「江」、高橋博巳「尾張漢詩人木下蘭皐」『金城学院大学論

          集』127

  桑韓唱酬集 四巻三冊 刊〈享保五年〉

   松井可楽等  ㊦国会⑯「三」「江」

  桑韓唱酬集追加 一冊 刊〈享保六年〉
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  松井可楽   ㊨岡山県

桑韓唱和墳丁丁十巻補遺一巻十一冊 Tl」〈草保五年〉

  瀬尾用拙斎編 ㊥国会等⑯「通」「朝」「涯」

桑韓厚椎二丁 二巻一冊 刊〈享保四年〉

  月心    ④国会等⑪「中」「江」

桑韓星槌余響 二巻一冊 刊く享保四年〉

  月心    ④国会等⑯「中」「江」

蓬島遺珠 二巻附一巻一冊 刊〈享保五年〉

  朝比奈玄洲等 ㊧国会謝肝等⑯「中」「通」「江」「続日三」

両関唱和集 二巻二冊 刊く享保五年〉

  佐々木平太夫等  ㊧国会等⑱「通」「朝」「江」「日四」

和韓唱和集 二巻二冊 刊く享保六年〉

  鳥山輔門等  ④国会鵬軒等⑯「江」

和漢人参考 一冊 刊〈延享五年〉

  加藤謙斎   ㊧京大等⑯「朝」

△藍島唱和集［明和度と合］ 一冊 写

  櫛田琴山   ④福岡県櫛田

官館筆談 一冊 写   ㊧成田

韓客酬唱録 二巻 写

  小倉尚斎   ㊥個人

韓客唱酬録 一冊 写

  伊藤梅宇等  ㊧天理古義堂

韓客唱和 一冊 写

  朝枝玖珂編  ④天理古義堂

韓客唱和 一冊 写

  小宮山桂軒等 ④彰考

韓客唱和(享保四年一)一冊 写

  朝枝玖珂等  ㊨都立中央諸家⑭「中」

韓客贈答(享保己亥一)〔朝鮮人劃詩集］二巻二冊 写

  林下三等   ㊧国会等⑰「江」

※韓使唱酬録 一一ig :写

  宇都宮圭斎  ㊥岩国

三林韓客1唱和集［林家爺語］一冊 写
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    林盛岡・論詰・退潮  ㊨国会

  信陽山人韓館唱和稿 一冊 写

    太宰春台   ⑳無窮神習等

  朝鮮人筆談 一冊 写

    医師某    ㊧京大9士川⑬「朝」

  朝鮮封話集 一冊 写

    長沢東海等  ㊧内閣⑯佐野正巳『松江藩学芸史の研究』

  葉庵筆話一冊写

    前田葉庵等  ㊧福井市

◎寛延元年(延享五年・1748)

  家彪集(桑韓画会一)一冊 刊〈寛延二年〉

    小森白田編  ㊨岩瀬㊨「中」

  韓客治験 一冊刊〈寛延二年〉

    樋口道与   ㊧京大富士川等⑱「朝」

  韓館唱和編二巻一柵 刊〈延享五年〉㊥都立中央諸家等⑯「巾」

    守11. 1問三二 一巻 松平頼寛等

    琴台頭嵯録 一巻 紀(拝崎)恭忠

  韓館贈答(林家一)二巻二冊 刊く寛延元年〉

    林家一門   ㊥内閣等

  誤爆坦麓集［東方頒言と合刻］二巻附一巻二冊 刊〈寛延元年〉

    合田華車等  ㊥国会等㊥「朝」

  鴻腫傾蓋集(龍門先生一)一冊 刊〈寛延元駿〉

    宮瀬龍門   ④国会等⑪「中」、高橋博巳「祖裸学派の崩壊」『近世文学と漢文学』(和

          漢比較文学叢書7)

  仙楢筆諏(橘先生一)一興附一巻一冊 刊〈寛延元年〉

    今大路元勲等 ㊨内閣等⑱「通」「朝」

  善隣風雅 三編四巻四冊 刊〈一集一延享五年、後編一寛延元年〉

   周省編    ④京大等⑯「中」「朝」「日四・六・続H三」

 桑韓医問答 二巻二冊 刊〈寛延元祓〉

   河村春恒   ㊨東大rc軒等⑯「通」「朝」

 桑韓細塵i録 四巻三冊 刊〈寛延元年〉

   度会末済等  ④内閣等⑱「中」「朝」
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封麗筆語 一冊 刊〈延享五年〉

  前田道伯   ㊧内閣等⑮「中」「朝」

長門戊辰二二 三巻三冊 刊く寛延元年〉

  草場允二等  ⑤国会等⑯「日四」

班詰問課 二巻二冊 刊〈寛延元年〉

  直海竜    ㊧内閣等⑱「通」「朝」

和韓唱和録 二巻附一巻三冊 刊〈延享五年、附録一寛延元年〉

  村上秀範編  ㊥国会等⑭「朝」「日四・六」

和韓筆談薫風編 三巻附二巻二冊 刊〈寛延元年〉

  山宮訓点等  ㊧国会鴉軒等⑯「中」「通」

三韓文會 二巻二冊 旧く寛延元年〉

  留守友信   ㊨国会鶴軒等⑲「中」「通」

延享山鹿唱和 一冊 写

  林榴三等   ④内閣

延享嘉辰韓客対話贈答 一冊 写

  多湖松江   ㊧都立中央諸家

韓館1唱和 一軸 写

  拝崎琴台   ㊧天理

韓館誌面一冊 写  ㊥京大

韓上筆課 二巻二冊 写

  橘(今大路)元勲 ㊥内閣

韓人唱和集 三冊 写

  松平山山   ④鶴舞等

牛窓録一冊写

  井上蘭晶晶  ㊧国会⑯「三」

心匠藁 一冊 写

  渋井太室   ㊥内閣

山山集一三三

  桃生百川   ㊧都立中央諸家

二二［延享嵯余］一冊 写

  三好凱編   ㊦都立中央諸家

星1三余轟 一冊 写

  木下蘭皐   ㊧蓬左
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桑韓薄梗録 一冊 写

  名越南渓   ㊨地割

朝鮮筆談 二巻一冊 写

  野呂弓丈等  ㊧内閣

鳴海駅唱和一冊写

  横井時敏等  ㊥蓬左

白鹿先生韓人応対詩 二冊 写

  三白鹿    ㊥個人㊨「中」、佐野正巳r松江藩学町史の研究』

賓館唱酬 一冊 写

  今井子規編  ㊨国会鴫軒

手交唱和録 一冊 写

  四隅霞台編  ④天理古義堂

野水艸［西上集と合］一冊 写

  河口静斎   ㊨祐徳

戊辰筆語唱酬 二巻二冊 写

  河村春恒   ㊨内閣

平門賓館集 一冊 写

  千村平群   ⑳蓬左

蓬左賓館唱和一冊写

  近藤秀雅   ㊨地帯

來庭集一冊写

  松崎観海   ㊧内閣等⑪「通」

弾子筆語 六巻三冊写

  丹羽正門   ㊨内閣

   朝鮮人煙芸の図 一枚 刊④大英博物館⑬「絵」

   朝鮮人大行列記一冊刊〈延享五年〉㊧東岬町⑮「目一・四」

   朝鮮人来朝記 一冊 刊  ㊧東榑等

◎明和元年(宝暦十四年・1764)

  河梁雅契 一巻附一拳一冊 刊〈宝暦十四年〉

    磯谷三十等  ㊨国会等

  観楓互詠 二巻二冊 刊く明和元年〉

    山口西周等  ④神宮等⑭「蔵」
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難壇櫻鳴 一冊 刊〈明和元年〉

  北山橘庵   ㊧大阪府⑯「朝」

講鯨濁覧 一冊 刊く明和元年〉

  南宮大開   ㊧国会等⑱日本随筆集成4⑭「蔵」

三世唱和 一冊 刊く宝暦十四年〉

  松平君山・覆山・南山  ㊧刈谷等㊨名古屋叢書文学編2

殊服同調集 一冊 刊〈宝暦十四年〉

  林文翼編   ㊧国会等⑳「中」

桑韓筆語 一冊刊〈宝暦十四年〉

  山田野南   ㊧国会ge・等⑯「朝」

東渡筆談 一冊 刊〈宝暦十四祓〉

  釈因静    ㊥内閣等⑯「通」

東遊篇 一巻附一巻一冊 刊〈明和元年〉

  那波魯堂   ④国会等⑬「蔵」「李84」、那波利貞「明和元年の朝鮮國修好通信使團

         の渡來と我國學者文人との翰墨上に於ける慮酬唱和の一例に就きて」

         『朝鮮学報』42

長門癸甲問権 四巻四冊 刊〈巻一・ニー明和二、巻三・四一明和三年〉

  滝鶴台等   ㊥内閣等⑪「中」「通」「蔵」「李84」「日四」

人相筆語(韓客一)一冊 刊〈明和元年〉

  新山退    ㊧東博等⑯「李84」

表海英華 一冊 刊〈宝暦十四年〉

  岡田新川   ㊧国会等

賓館唱和集 一冊 刊〈宝暦十四年〉

  平門卿編   ㊥京大

問門門響 二巻二冊 刊〈明和元年〉

  拶藤野典編  ㊥国会等⑱「通」

凹型肝脳庶筆［栗斎探勝草の付］ 三巷二冊 刊〈明和四序〉

  内山栗斎   ㊧都立中央諸家⑯「中」、大谷篤蔵『俳門問歩』

両開余話 二巻附一巻二冊 刊〈宝暦十四年序〉

  奥田元継等  ㊥国会等⑪「中」、那波利貞「明和元年の朝鮮國修好通信使團の渡來と

         我國學者文人との翰墨上に於ける慮酬唱和の一例に就きて」『朝鮮学報』

         42

両東闘語 二巻二. 冊 叩く明和元年〉
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  松本良庵等  ㊨内閣等⑮「朝」

和四四談 二巻附一巻一冊 刊〈宝暦十四年序〉

  田村西湖編  ⑳内閣等⑮「朝」

和韓医話 二巻一冊 刊く明和二年〉

  山口忠居   ㊧内閣等㊨「朝」

和三門鳴集六巻五冊刊〈明和二年〉

  大江玄圃等  ㊥九大等

△藍島1唱和集 一冊 写

  櫛田菊潭   ㊨福岡県櫛田

映映鯨響二巻写

  亀井南冥   ㊧九大等㊨亀井南冥昭陽全集1

歌丁丁乗 一冊 写

  渋井太室   ㊨内閣

客館1唱和 一冊 写

  久保儘斎   ㊧国会㊨番川県史15

客館下語一冊 写

  林家     ㊧丁丁

韓館唱和 三巻続三巻別集一巻七冊 写

  林家一門   ㊧内閣

韓人唱和(明和元年一)二冊 写

  松平君山編  ㊧蓬左

門客唱和宝暦信使 一冊 写  ㊨積翠

牛渚唱和集 二巻一冊 写

  井上四明   ㊧個人⑳「三」

傾蓋集一冊写

  沢田東江   ④個人⑪「蔵」、中野三敏『近世新崎人伝』

傾蓋唱和録［加模西葛杜加国風説考と合］一冊 写

  門下     ㊨国会

甲串韓客贈答一冊写

  土田虫L岳   ㊧祐徳

縞絆集 二巻一冊 写

  秋元小Fr園  ㊨九大

鴻櫨館和州詩文稿［東遊詩文稿を付す］一冊 写
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  川田芝嬌   ㊧個人⑯「蔵」

樵客捧水集五巻一冊 写

  市浦南竹等  ㊨国会等⑯「三」

品川一門一冊写

  渋井太室   ④内閣

松庵筆語 一冊 写

  今井松庵   ④内閣等⑯「通」

朝鮮使節唱和詩巻 一巻 写

  伊藤冠峰   ⑱個人⑬『郷土の先哲漢詩人伊藤冠峰』

朝鮮使節南秋月等対北山橘庵筆下［難壇櫻鳴と合］一冊 写

  北山旧庵   ㊧大阪府⑯「李84」

東嵯唱酬集写

  村瀬拷亭等  ④韓国国立中央図⑬「李84」

菓嵯余談 二巻附一巻一冊 写

  宮瀬龍門   ㊧東北大狩野等⑪高橋博巳「狙裸学派の崩壊」『近世文学と漢文学』(和

         漢比較文学叢書7)

日本人所三三大中図書 写

  片山北淘等  ④個人⑯「李84」

弾遇録 二巻一冊 写

  釈大典    ㊥国会等⑪「李84」、丸山季夫『国学者雑致』

宝暦甲申朝鮮人贈答録 一冊 写

  鳥山樫岳   ④福井市

宝暦十四年朝鮮人来朝二二御用医師仰付候節ノ記事 一冊 写

  近藤華渓   ④杏雨⑪「朝」

問朝鮮国秋月南書記 写

  三三台    ㊧宮書

   大船用文 一冊 刊〈宝暦十三年〉

     北羅辰宣  ㊥東博等⑱「中」

   韓人吹箭図 一枚 刊 ④オパーリン大学⑳「絵」

   朝鮮予行列記小鑑 一冊 刊く宝暦十三年〉㊧大阪府

   朝鮮人三使登城行列 一巻附一巻二冊 刊〈宝暦十三年〉④内閣等⑯「中」

   朝鮮人大行列記 一冊 刊〈宝暦十三年〉④九大等

   朝鮮通信使一行即日 一冊 刊〈宝暦十四年〉

                   一38一
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  東海濡鼠  ㊧都立中央諸家⑮「中」

宝暦物語十巻三. 冊写 ⑳国会㊨日本庶民生活史料集成27

◎文化八年(1811)

  難林骨端 一冊 刊〈文化九年目

    三宅橘園   ⑳内閣等⑯「巾」「通」「蔵」「李72」

  享余一欝一冊写

    岡本花亭   ㊧国会YA軒等

  接鮮癌語 二巻二冊 写

    松崎謙堂   ④国会等⑱満文叢轡⑯「李72」

  贈答詩妙(日本豊洲朝鮮一撃一)一冊 写

    岡本花亭   ㊥国会re軒

  劃禮三朝［客館単語］三巻三冊 写

    古賀個庵編  ㊨国会等⑪「通」「李72」「日五・六」

  封禮鯨藻琴集 写  ㊨静嘉(精里全書の内)

  朝鮮人詩賦一冊写

    財界萢長老一葦等  ㊧蓬左⑰「李72」

  和漢1囑酬録(辛未一)一冊 写

    猪飼正毅   ㊧蓬左

    朝鮮人三三登城行列 一冊 刊〈文化八年〉 ㊥内閣

    朝鮮人渡海船上図 一枚 刊  ④個人⑮「絵」

    朝鮮人来朝行列画 一冊 刊

      歌川豊清画  ④都立中央諸家

    朝鮮人来朝行列記 一冊 刊〈文化八年〉

      醤多川歌麿画 ④国会等⑱「中」「絵」

    朝鮮人来璃大行列唖蝉 六枚 刊  ㊨都立中央諸家

◎年次不明本

  御客唱酬詩稿一冊写 ⑤京大

  韓国贈酬日記 一・一・一冊 写  ④彰考

  韓館応酬録一冊 写

    石金宜剛   ⑳福島

  韓使贈答 一冊 写  ⑳筑波大
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客館筆語唱酬 三巻三冊 写  ㊨金沢市大島

鴻臆傾蓋編一冊写

  大蔵永綴   ㊦伝習館

接鮮唱和詩 一冊 写  ㊧慶大斯道

朝鮮客館唱和詩井筆語 一冊 写  ㊧東大史料等
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